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乙の調査は，北海道総合開発の一時である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

H百羽] 36 年 3 月

北海道開発庁
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5 万分の l 地質図幅宇政日(網走ー第 28 号)
説明書 4 旦.口

北海道立地下資源調査所

北海道技師杉本良也

同 松下勝秀

はしがき

乙の図幅および説明書は，昭和 34 年に実施した野外調査の結果を整理したもので，ここ

にその概要を報告する。なお，現在隣接の峰浜・春刈古丹図幅の調査を実施中なので，こ

の図幅内の問題点は逐次明らかとなろう。地質学的には，この地域の基盤は，東部北海道

のグリシタフ地域に，脊陵部をしめる第四紀の火山岩類は，千島火山帯にそれぞれ相当す

るものである。

この地域内の地質について公表された資料は少なく，わずかに，門倉三能と北海道総合

開発委員会事務局とによる地質調査報告があるにすぎない。

I 位置bよび交通

この図幅の範囲は，北緯 44°0'-44°10う東経 145°0'-144 4ー5'に位置し，知床半島の西

側の中央部にあたり，行政的には，斜里町にふくまれる。

沖積原の発達が小規模なため，漁業をいとなむ人々が，海岸線に散在する。その中心街

である宇登呂は，斜里町から約 30km ~乙位置し，半島西側の最北端の村落にあたる。ま

た，海岸線の背後に発達する高位段丘面には，気候的悪条件になやまされながらも，十数

戸の人々が営農しており，山地は森林におおわれ，現在その一部の伐採が行なわれている。

昭和 34 年以前のこの地区は，わずかに歩道程度の道路が通じていたにすぎなかったが，

1) 門倉三能; 鉱調， No.23, 1916

同 ; 地学雑， Vol.28, 1916

2) 北海道総合開発委員会事務局; 1953
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第 1図位置図

同年字登呂・斜里間 lζ 自動車道路が開通したので，観光面から一躍脚光をあびるようにな

った。しかし，乙の海岸道路より山地に入れば，全く交通はとだえてしまう。

II 地形

ζの図幅内地域は，沖積原の発達が不良で，ために海岸線に沿っては急産総援を構成し，

景勝地となる。そのうち，チ守ラヲセナイ川がオホーツク海に注ぐ個所では玄式岩床が発

達するため高さ 40 数 m の飛爆をかかげ，またオ v ョコマナイ川以東の海岸線にそって発

達する集塊岩は，波浪によって，いちじるしく浸蝕をうけるために，暗礁や岩石焦が発達す

るので〈第 2 図)，観光客をたのしませている。

一方，山地に入ると地形は構成地質と密接な関係をもち，段丘地区・新第紀 3 の疋常堆

積岩や第四紀火 rll 岩の発達地区・新第三紀の集塊岩地区とに大別される。

-2-



第 2 図字登呂暦の海蝕崖

そのうち段丘地区は，高位段丘.v問責[自己相当し，遠音別周辺に発達する。その王子j草地形

は，標高 120-140m unを形成する。新第 3紀の正常堆積誌や第四紀火Lit岩の発達する地

区は，知床、戸島の脊5誌に向って次第に高度をl設す丘陵状地形を呈する。とくに火山岩地区

では， しばしば熔芦流出所与を形成するっとれに対し，オショコマナイ nf，フンベJiU:流の

集塊漫地域t;J:，急峻な地形を室し，谷も V 字形となる。

関幅内を流れる主な河Jllは，遠音ZIJJll，ネノャリキJll，オペケザブJJ!，ナャラザセナイ JII ，

::t V3 ゴマナイJI!，ブシペIll，ぺ νケJIIで，いずれも北西流してオホーツク海に注ぎ，必

従谷を形成する。だが海岸線では，構成地腐の相違iとより，規模のきさはあるが，多くの場

合滝を形成する。

III 地質概要

この地域を構成する地質系統は，新第三系およびそれ以降の地層と火山混とである。

新第三系は，いわゆる東部北海道に発達するグローシタブ地域に相当し，また，千島弧

状構造帯の内帯Ieぞくする。しかし，知烏半島の西側にあたり，かつ半島の脊梁にそって

背if4軸があるので，乙の図幅では，忠類!漫に相当する地層は認められなく， ζれより上佼

の地震がみられる。

図幅内 lこ発達する新第三紀濁のうち，遠音別In!自立東邸北海道グリーシタブ地域の越iii

層，宇登呂層は幾品}醤にそれぞれ対比される。しかも，これらの各地層は，おおむね火山

活裁の影響下にあり，ほとんど化石を有しないので，時代的意味を含めた層序を経fl.てる

ことは，困難ではあるが，一応，第 1 表iこしめすような地質総括表を作成した。

遠音別)ll!冨の堆積時においては，玄武宕床が挟在するが，所謂硬質主主岩が卓越している。

1) Minato, M, etaI: Bull.Earthq.Res.Inst. 34, 1956

2) 門倉三能; 前出
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時 代 層序 柱 状 附号 岩 質 備 考

沖積層

際機
A 砂，磯 砂鉄鉱床なし

現
崖錐堆積物 T 火山岩塊

第

市…ぃ…
ー世 遠火 紫蘇輝石普通輝石安山 小I珪長貫
? 音 111

Odl
最

四
別 t更

新 岳物 Oda巴 安山岩質集塊岩

紀
-世 鉄苦土質

下堆位積段丘物 o。。、。。，。，、。.u0.l6PFo. ・ 00'o ‘・ 。， Lt 砂，磯，粘土

上堆位積段丘 物 7防~~~人~::手 a三i七j手l~~~;i 民~·iやt:ttR;6t J ut 砂，磯，始土 〆造構造運動

幾 字

o一U4AIt-三九ap話E一一v一a-eae九一f旨古川司JAa・一 4♂;a〉22g‘a。一 aa1コ4h7h一Jぃ・-aa・aaJajd- 泊目4RリリJ~立iL1 い配ゆ心前川τリauγ--
小l 市中 佐岩

茅I 鮮
U 1 安l1i岩質集塊岩〈悶質

ロロロ
登 熔岩 . .;，.')V トを伴う〉

新 呂
Dl 石英安山岩

期 層 基位石英定 方解石細脈
第 世

?

越 逮 一一~~
一一 中

。

硬質頁岩(凝灰質砂岩音 一"0・ー・・・ー・・ー ""l 含泥質団塊

菊I }I( • }ll] v Da
を伴う〉

石英脈

紀 世
)11 粗粒玄武岩

匪汗 Vプiν v?:
期 層 ー..‘ー._.ーー・・・・-----

<:>

第 1 表宇登呂図幅模式柱状概念図

この岩層はまた泥質団塊の含有で特徴づけられる。

宇登呂層は Vノレトを挟在する集塊岩で特徴づけられる。乙の集塊岩の下位には，玄武岩

質集塊岩相もみられ，かつ上部の安山岩質集塊岩中にも玄武岩塊もみられるので，遠音別

川層中の組粒玄武岩活動に引続くものと解される。その後，宇登呂附近にみられる小規模

な石英安山岩の貫入が行なわれた。したがって，新第三系の火成活動は，基性から酸性へ

とうつりかわる。

一般に新第三紀層の走向は NS--N35°E で，半島の延長方向と類似するが，宇登呂附近

では EW となる。傾斜は，ブシベ川以南では 20° __35ーNW--SW をしめし，波状摺曲を行

なう。すなわち海岸線よりに背斜軸 p 乙れより以東に向斜軸がそれぞれ存在する。乙れに

1) 隣接の羅臼図幅の幌別川河口周辺には標式的な幾品層に相当する岩相が発達する。し

たがって，その時代については問題がある。

- 4 ー



対し，宇登日周辺では 25°.......30
0
N となり， ドーム状構造を呈するようである。

断層系統としては，海岸線そいに半島とほぼ同方向の N30° ......，N400E の走向断層や乙れ

に直角な派生断層がみられる。これらの構造運動は，宇登呂層堆積後に行なわれた。

第四紀に入つては，遠音別周辺に発達する高位段丘堆積物，海岸線に沿う小規模な低位

段丘堆積物の堆積が行なわれた。

その後，遠音別岳火山が噴出して，遠音別岳火山噴出物をもたらした。この火山は，千

島火山帯に属し，国後島と雁行する 1 つの弧状配列として取扱われるものである。すなわ

ち，乙の火山は，海別岳・羅臼岳・硫黄山に連なって，半島の中軸にそって分布する一連

の火山群の 1 つである。これら各火山は，位置的には，半島にそう大きな背斜軸の上にあ

り，しかも，グリーシタフなどの火山活動がいちじるしかった位置にのることにもなる。

図幅中には，主要な鉱床医胎層である忠類層に相当する地層の発達はみられないので，

目ぼしい鉱床は存在しない。

IV 新第三系

この地域に発達する新第三紀層は，火山砕屑岩類と正常堆積岩とを主要構成員とする。

岩相・岩質から，遠音別川層と宇登呂層にわけられる。乙のほか，脈岩として粗粒玄武岩・

石英安山岩があけ。られる。

遠音別川層は正常堆積岩が，宇登目層は火III砕屑岩がそれぞれ卓越する。そしてこれら

各地層は整合関係にある。

つぎに，これらの各地層について説明する。

IV.! 遠音別川層

この地層は，ォ ν ョコマナイ川以南の地域に広範囲に分布する。なかでも，遠音別川・

νャリキ川・オペケヅプ川の各流域に，標式的に発達する。

図幅内では，これより下位にあたる地層は，見当らない。また，これより上位には，宇

登呂が整合にのっている。

一般に所謂硬質頁岩を主要構成員とするが，淡緑色砂岩・凝灰質砂岩を挟在し，泥質団

塊をふくむのを特徴とする。

頁岩は，泥ないし潜泥からなり，各単層は， 20~50cm の厚さを有する美しい縞状層理

(第 3 図)をもち，新鮮なるものは暗灰色ないし黒色である。しかし，風化すると，多角状

の小塊片にわれ，淡灰色ないし灰白色に変化する。

- 5 ー



第 3 図 遠音別川層中の硬質頁岩 (オショコマナイ川南方の道路)

ふくまれる団塊は，拳大から頭大，時には径 1m を有するものまであるが，いまだ化石

を発見するにいたっていない。

この地層の走向は N200_N35°E，傾斜は20°_35ー NW-SW をしめし，ゆるやかな波

状摺曲を行なう。しかし，粗粒玄武岩床の近入する周辺では擾乱されて， 50°_70° の急傾

斜をしめすようになる。

IV.2 粗粒玄武岩

上述の達音別川層中 l乙岩脈・岩床状(第 4 図)をなして露出する。小規模なものは幅員

2-5m のもので，地質図には剥除した。しかし，規模による岩相の変佑はみとめられな

く，均質である。この岩石は一般に柱状節理が発達し，その縦断面は 6 角ないし 8 角形を

呈する。とくに，チャラヅセナイ川河口の滝(オるノシコるノユ/の滝・・・…第 5 図)の粗粒玄式

岩は，この節理の発達が顕著なため，景勝地の 1 つとなる。しかし，風化すると，玉ねぎ

状の石理をしめし，集塊岩と誤認されやすい岩相を呈するようになる。

この岩相の新鮮なものは，暗黒幼色ないし黒色であるが，多くは多少変質して暗緑色を呈

し，斑晶鉱物はあまり目立たなく，堅硬轍密である。

鏡下では，斜長石と緑泥石とが主要構成鉱物となり，各鉱物が互に充填しあい，明らか

な填間組織を呈する。

斜長石は，長柱状の晶癖をしめし，その横縦比は 1:7 で， 0.2xO.03mm ほどの大きさの

ものが多いが， 1.4xO.2mm 大の大型のものもみられる。とくに後者は，努聞にそっ

- 6 ー



第 4 図 遠音別川層中の粗粒玄武岩岩床 (シャリキ川下流)

第 5 図 粗粒玄武岩の柱状節理 (オシンコシン)

て，緑泥石・方解石が認められ，また粒状形の普通輝石を包かし，一部は曹長石に変イじす

る。

緑泥石は，淡い緑色を呈し，斜長石の粒間をうめ，自形を呈するものは少ない。時に内

部が新鮮で，斑晶の輪郭を有するものは普通輝石を主とし，まれに紫蘇輝石もみられる。

- 7 ー



また， ν ャリキ川上流に露出する岩石は，孔隙が発達し，孔壁を基底として放射状の緑

泥石集合体が附着し，さらにその外側には方解石・玉髄質石英が発達する。

IV.3 宇登呂層

オ己/ョコマナイ川以北の山地や海岸線にそって発達し，宇登呂を標式地とする。

下位の遠音別川層とは整合関係にある。というのは，一部は断層で接するが，ォ ν ョコ

マナイ川上流の河底に窓状Ie泥質団塊を含くむ遠音別川層が，急崖には宇登呂層が発達し，

しかも，乙の附近の宇登目層の集塊岩礁は玄武岩質であるので，遠音別川層中の粗粒玄武

岩活動と一連のものとみなされる。上位は第四紀の段丘堆積物・遠音別岳火山噴出物にそ

れぞれ不整合におおわれる。乙の地層は安山岩質集塊岩を主とし，泥質頁岩・砂岩層を挟

在する。

安山岩質集塊岩層は安山岩礁で特徴つ‘けられ，かつ同質の熔岩をふくむ。しかし，上述

のように基底附近は玄武岩ないし玄武岩質安山岩礁が車越し，またこの種の礁は，わずか

ではあるが上部(海岸線沿いの露出)にもみられる。したがって，現在の所，この集塊岩

を一括して取扱っておくことにする。

この岩層は，問題はあるが武佐岳地質図幅の幾品層の差無異集塊岩層に対比されるよう

である。

含まれる岩塊は，一般に新鮮であるが，宇登目附近では，網状の方解石・石英脈でつら

ぬかれ，緑泥石化作用も顕著である。さらに，肉眼的には，黒色の細粒敏密で，斑晶のほ

とんど認められないものや，多孔質粗慈な外観をあたえるものまで，種々ある。一般に前
1)

者は下位，後者は上位の層準を示す。

黒色轍密のものは，鏡下では，理品鉱物として斜長石・紫蘇輝石がみとめられ，わずか

の普通輝石を随伴する。斜長石は，長径 0 .4 --0.9 mm の自形から半白形の柱状結晶で，

曹灰長石附近の成分をしめしている。紫蘇輝石は，長径 0.5mm 程の柱状結晶を示すもの

が多いが， 0.4 mm 大の粒状形のものもみられる。時には，その一部が緑泥石化している。

石基は長柱状の斜長石と粒状の輝石および磁鉄鉱・暗灰色のガラスよりなる。時に，紫

蘇輝石と斜長石よりなる同源玄武岩状包捕獲岩をふくむことがある。

多孔質岩石は，黒色を呈し，斑晶のめだつものである。鏡下では，斜長石・紫蘇輝石・

普通輝石を斑品鉱物とする。斜長石は，長径1. 5-2.5mm 大のものが多く，清浄でなく，

曹灰長石附近の成分をもっ。両輝石は，ともに長径 0.3--0.7mm 大のものが多く，新鮮で

1) 接隣図幅調査の進展にともな L、，細分されると解される。
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ある。

石基は暗灰色を呈するガラスと析木状の斜長石と粒状の輝石・磁鉄鉱よりなる。なお晶

洞の一部には緑泥石の発達することがある。

宇登呂周辺の変質岩は，方解石脈が発達すると同時に，斑晶鉱物・石基も方解石で交代

されているのを特徴とする。斑晶鉱物は，斜長石と有色鉱物である。斜長石は長径 1.5，....，

2mm 大の柱状ないし卓状形を呈し，境問にそって方解石に交代され，一部は緑泥石・曹

長石・絹雲母におきかえられている。これに対し，有色鉱物は，新鮮なものは少なく，緑

泥石(主)と方解石(従)とに変っていることが多いが，普通輝石もみとめられる。しか

し，多くのものは，なおその外形をとどめている。

石基は，暗灰色を呈するガラスよりなるが，一部が方解石・緑泥石におきかえられてい

る。かつ自形を望する O.3mm 大の黄鉄鉱も散在する。

介在する正常堆積岩は，一般に凝灰質な泥質頁岩・砂岩で，層理の発達は良く，各単層の厚

さは 10cm 程であり，とくに前者は下位の遠音別川層のように泥質団塊をふくまない。

IV.4 石英安山岩

ペレケ川の下流l乙，小規模な岩脈として発達する。宇登呂層を貫き，上位は，高位段丘

堆積物におおわれている。したがって，その道入時代は，明確ではないが，周辺の宇登呂

層の集塊岩と同様に，方解石化・緑泥石化作用が認められるので，宇登呂堆積直後と考え

られる。

一般に淡緑色を呈する石基中に，石英・斜長石・有色鉱物の斑品がみとめられ，かつ黄

鉄鉱が散在する。

鏡下では，斜長石は， 2.5-3.5mm の自形ないし半自形の長柱状結晶で，新鮮なものは

少なく，緑泥石・曹長石でおきかえられている。有色鉱物は，すべて緑泥石・方解石とな

るが，なおその外形をとどめているので，初成的には，輝石のようである。石英は，稜角

形の破片状・融蝕形状を呈する。

石基のガラスの一部も緑泥石・方解石化し，品洞には，玉髄質石英集合体が発達する。

V 第四系

第四紀のうち，上位，下位段丘堆積物・遠音別岳火山噴出物などは，いずれも更新世に

属する。後者の火山噴出物の初期は，苦鉄質集塊岩であり，晩期には，中性熔岩となる。

現世の堆積物として，崖錐堆積物や海岸線にそって小規模に発達する沖積層があげられ
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る。つぎに，乙れからの地層について，古いものから説明する。

".1上位段丘堆積物

宇登日南方のチャ νコツ原野を標式地とし，標高 110-140 m の位置に分布する。

下位は，新第三系の宇登呂層を不整合におおい，上位は遠音別岳火山噴出物・崖錐堆積

物にそれぞれ不整合におおわれる。

主として，下位に発達する拳大ないし頭大の火山岩塊を主とし，その聞を未凝固の砂，

粘土がうずめている。時 l乙赤褐色を呈し，褐鉄鉱床の賦存を思わせる個所もみられるが，

黄鉄鉱鉱染岩塊の酸イじによるものである。

V.2 下位段丘堆積物

オペケ汐プ南方の海岸線 l乙小規模に発達し，標高 20m i乙位置する。なお，海岸線にそ

って，他にもみられるが，図示する程の分布をしめさないので，削除した。

遠音別川層を不整合におおうが，他の岩層との関係は不明である。

頭大ないし拳大の比較的新鮮な円磯化した安山岩を主要構成員とし，その聞を未凝固の粗

粒な砂と粘土質物が充填している。時には，連続性にとぼしい砂層を介在することもあ

る。

V.S 遠音別岳火山噴出物

図幅南東隈より中央部にかけて広範囲に分布し，高位段正堆積物や遠音別層をおおって

いる。その噴出時代は明確ではないが，火山自体が相当解析されているので一応更新世と

した。隣接の春刈古丹図幅調査の進展につれ，より明確になろう。

下部は苦鉄質の集塊岩，上部は中性の熔岩で，それぞれ代表される。

V.S.I 安山岩質集塊岩

図幅のほぼ中央部，テャラザセナイ川流域を標式地とする。下位は高位段丘堆積物をお

おい，上位は崖錐堆積物・安山岩熔岩に，それぞれおおわれている。

一般に無層理で，拳大の亜角礁の安山岩塊の聞を黄灰色の同源の凝灰質物が充填する。

岩塊は均質で，暗灰色を呈し，粗暴露である。

斑晶鉱物は，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石である。斜長石は曹灰長石附近の成分をしめ

し，柱状自形のものが多く，累帯構造は顕著でない。時には有色鉱物をポイキリデヅクに

包かすることがある。紫蘇輝石は長径 0.5mm 大で，単斜輝石の反応緑をもち，自形を呈
/¥

する。普通輝石は， O.5-0.9mm 大で，自形ないし半自形を呈し，大部分が CZ=42ー........

44° である。

石基は主としてガラスからなるが，その中に，析木状の斜長石と粒状形の両輝石・鉄鉱
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を包かする。

V.3.2 紫蘇輝石普通輝石安山岩

図幅の南東隈に分布し，遠音別岳につらなる。この熔岩の分布地区には，小規模な凹地

がみられ，その実体を観察するにいたっていないが，おそらく熔岩溢流時の形成によるも

のであろう。

一般に淡暗灰色を呈し，斑晶のめだっ岩石で上述の集塊岩よりも珪長質である。

理品鉱物の量地は，斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石である。斜長石は，長径 Imm 大の長

柱状結晶を示し，曹灰長石の成分を示す。紫蘇輝石は長径O.5mm 大の自形結品が多く，

単斜輝石の反応緑をもっ。普通輝石は，長径l.Omm 大で，割自の発達がいちじるしく，
/¥

CZ=42°-45° である。時にこれらの斑品鉱物が東斑状の集合体を形成することがある。

石基は，中粒ないし細粒で，中性長七・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱・鱗民石・およびガ

ラスよりなる。

V.4 崖錐堆積物

チプスケ周辺に発達し，遠音別岳火山噴出物の崖錐を主要構成員とする。各岩塊の聞の

充填物が少なくて，空隙にとむため，降雨季や融雪時には崩落し，通行の一大障害となっ

ている。

V.5 ;中積層

絶壁でオホーツク海にのぞむため，海岸線にそって発達する沖積層は，非常に小規模で

あり，広い所で 20m 程にすぎない。挙大ないし頭大の火山岩礁を主要構成員とし，砂層

の発達はみられない。ために，砂鉄鉱床の賦存は，まったく期待できない。

VI 応用地質

知床半島の主要鉱床医胎層である忠類層の発達が認められないので，顕著な鉱化帯や鉱

床はみられない。わずかに，宇登呂周辺とオペケップ川附近に，鉱兆地が認められるにす

ぎない。すなわち，前者では，宇登呂層が，いちじるしい方解石化・緑泥石化の諸作用を

うけ，一部では，方解石・石英の網状細脈も発達するが，賎金属は認められない。

また，オペケヅプ川の北 200m の粗粒玄式岩岩脈中(第 5 図)には， N700E ・ 60
0
SE の

走向・傾斜を示す幅 5cm の不毛石英脈がみられるが，いまだ硫化鉱物はみられない。

さらに，既述のように，海岸緑にそう沖積層の発達が，小規模であり，かっ礁を主要構

成員とするため，砂鉄鉱床はみられなしまた将来発見される可能性もない。
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第 6 図 玄武岩中の平行石英脈 (オベケプ川南方道路そい)
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale, 1:50,000)

UTORO

(Abashiri-28)

By

Ry5yaSugimoto

d

KatsuhideMatsushita

(Writtenin1961)

Resume

TheareaissituatedalongthecoastoftheOh5tsukuSeainthe

centralwesternsideoftheShiretokoPeninsula. Utoro, centrevillage

ofthisarea, isafishingport. Someflatlandswithmaximumheight

ofabout100--140m.abovesealevelhavebeenbringingundercultivation

sincetheendofthe2ndWorldWarandothersarecoveredwithan

energicforest.

TheonlycommunicationlinkingShariwith Utoro, isanational

roadalongthesea-shore.

Geology

ThemappedareaiscoveredwhollywiththeyoungerTertiaryand

theQuaternary, bothofthembeingrichinvolcanicmaterials, repreｭ

sentingthecharacteristicfeatureintheInnerZoneoftheKurileArc.

Thegeologicalclassificationsandtheirsuccessionsaresummarized

asfollows;

(Alluvium
(Recent··· ……(

Quaternary··· … !lTalus deposits

¥Pleistoceneｷｷｷ...Onnebetsu-dakevolcanics
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(Pleiocene--

Tertiary………~ Miocene?……Utoro formation

lMiocene ……Onnebetsu-gawa format.ion

TertiarySyestem

TheOnnebetsu-gawaformationisexposedattheeli 妊 on theseaｭ

shoresouthofthemouth'OftheOsyokomanaigawaandinitsback

mountaniouspart. Thebaseoftheformationcannotbeseeninthis

area.

Itconsistsmostlyofstratified, grayandhardshaleintercalating

athinlayerofgreentuffaceussandstoneandcontainingmarlynodules

0.3or1m.inmaximumdiameter. Inthisstage, volcanicactivityisof

Iimmitedscale. Doleriteisonlydetectedinformofsmallsheetsor

dikes.

Theformabon, althoughnofossilstodeterminetheageofdeposiｭ

tionarediscovered, isassigendstratigraphicallyandlithologicallyto

MioceneinageandiscorrelativetotheKoshikawaformationinthe

ShiretokoProvince.

The Utoro formation occupies the north-eastern part, and is

comformabletotheOnnebetsugawaformation. Inthisstage, volcanism

followingthepreviousstageisviolent, andhasbeenpowerfullyinfluｭ

encedbymarineeruptions;thisformationconsistschieflyofandestic

agglomerateandsometimesintercalatethinbedsoftu 任aceous siltand

sandstone.

Attheearlyphase, explosiveactivityofbasicmagmagaverise

thickbedofbasalticandesitic agglomerate, andinnextphasethe

igneousconstituentsaregenerallyofintermediatecharacter.

Thepyroclasticsarelarglyfesh, butatUtorotheyhavesu 旺ered

thealterationssuchas propy1itization, silicification, impregnationof

pyritesandcarbonatization.

Althoughtherearenopalaeontologicalevidencestodeterminethe

ageofdeposition, fromthelithiccharactersandstratigraphicalrelations,
thisformationmaybecorrelativetotheIkushinaformationinthe

Shiretokoprovince.

Thethinsheetsordikesofdacitewhicharealteredandslightly
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mineralized, occurinthisformation.

Quaternarysystem

Thissystemincludesthefivemembers, whicharenamedtheUpper

andLowerterracedeposits, Onnebestu-dakavolcanics, Talusdeposits

andAlluvium.

Theterraceswhichareoriginatedfrommultipleupheavalmovements

aredevelopedlarglyalongthecoastallinewithNE-SWtrend, andare

seentwostepsofflatsurface, whichinclinedtowardthenorthwest.

TheOnnebetsudakevolcanoesbelongtotheKulilevolcaniczone

andtheirproductsaredividedbyrockfaciesintotwomembers;atthe

earlyphaseofthevolcanicactivitiesfernieandesticagglomerateswere

formedandatthelatefelsicandesticlavas.

TheAlluviumisofvalley-filleddepositsalongthestreamsandof

coastaldepositsalongtheOh6tsukuSea, whicharebuiltupofgravel

andvariousvolcanicblocks.

Geologicalstructure

AlthoughthestructuresoftheUtoroformationisnotdirectly

knownwithintheareamappedbecauseofthemassivenessoftherocks,

butisroughlyinferablefromtheintercalatedthinlayerof tu 旺aceous

silt.Ontheotherhand, thatoftheOnnebetsuformationisclear.

Generalviewing, thestructureoftheTertiarysystemissimple

showinggentleundulation.

Somefaultsareclassifiedintotwotypes;strikefaultparallelto

thefoldingaxisandcross-faultsperpendiculartotheaxis.

Thesemovementsiscausedbypost-Ikushinaorogeny.

TheQuaternarydepositsrestontheerodedsurfaceofthefolded

Tertiarysystemandhavebeenslightlytilted.

EconomicGeology

Alteredrocksandcalciteveinsotnet-worktypearedetectedat

Utoro, buttheyaccompanynobasemetals.

Asthealluviumofcoastaldepositsconsistchieflyofverycoarse

materials, economicalironplacierdepositsarenotreserved.
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